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報告内容報告内容

1. 組織概要とアクターおよび本報告の目的

2. 各種学生調査の構成と位置づけ

3. 学生調査を核とした教学IRとFDの連動

4. 今後の課題（論点）
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１．組織概要とアクターおよび本報告の目的１．組織概要とアクターおよび本報告の目的
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センターにおける「センターにおける「IRIR」と「」と「FDFD」の位置づけ」の位置づけ

 全学の教育改善・FDを推進す
る機関（not IR）

 認証評価，中期目標・計画，ア
クションプランなど機関の意志
決定にも強く関与

 FDを包括的な枠組みの中で捉
え直し（FDポリシー），
Learner Centered & 
Evidence Basedによる教育改
善・FDを推進

 様々な学生調査をこのサイクル
の中に教学IRとして位置づける
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FDとは，大学が掲げる教育理念・目標を実現すること，学生の学習成果を最大限に高める
ことを目的として，授業やカリキュラムの改善・質向上および組織の整備・改革，を組織
的に行う取組の総称である。その際，これまで日常的に行われている教育改善のための営
み・対話をFDの本質的営為として位置づけるとともに，それらを教員と職員の協働，学
生の参画を通じて実現するものとする。

島根大学FDポリシー
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の中に教学IRとして位置づける
（functional IR）
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全学教学関連組織

委員長
(教育・学生担当副学長)

2. 教養教育改革
1. 質保証システ

ム構築

教育改革・質保証特別委員会
学長

機関のトップマネジメント

役員会

教育研究評議会
教学業務
調整会議

島根大学における内部質保証システムに関わるアクター（組織レベル）島根大学における内部質保証システムに関わるアクター（組織レベル）

評価室 総合企画室

キャリアセンター 学生支援課

入試センター 教育・入試企画課
学務課

センター長
(教育・学生担当副学長)

企画部門 (1名)

実施部門 (1名)

評価部門 (1名)

 

 

 

 

 
マネジメント

機関のトップマネジメント 
（IRに基づく意思決定） 

 
戦略 
計画

 
監査 

 
評価 

教育開発センター

センター長
(教育・学生担当副学長)

各学部等代表
（教務委員長等）

センター専任

教育開発センター運営委員会

各学部等代表センター専任

教育開発センター兼任教員

３
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評価室 総合企画室
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学部・研究科組織

法文学部・人文社会科学研究科

教育学部・教育学研究科

医学部・医学系研究科 (出雲)

総合理工学部・研究科

生物資源科学部・研究科

法務研究科

評価部門 ( 名)
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等教育機関（大学） 

学習・教授の文脈（学部等） 
（教学データ生成の現場） 

 

 

 

                            ... 

A 学部 
研究科 
教学機関 

B 学部 
研究科 
教学機関 

C 学部 
研究科 
教学機関 

情報システム 
(Data Ware House) 

 
例：教務・学生系データベース 

 

 
情報部門

 
大学評価

部門 

 
事業計画

部門 

年
次
報
告
書 

重
点
課
題
提
示
・

資
源
配
分 

運 用 主 体 

FD センター
 （IRに基づく改善支援）
 

例：学習成果アセスメント 

計画 

２
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本報告の射程と目的本報告の射程と目的

• 学内の教育改善・FD実践を中心的役割としてきたFDセ
ンターが，内部質保証システム構築過程において，これンタ が，内部質保証システム構築過程において，これ
まで実施してきている「学生調査」を包括的FDの枠組
みの下で「教学IR」として再定位する。

• 本報告では，1.各種学生調査をどのような意図・目的の
下で構造化・実施し，2.様々なレベルにおいて教学IRと
FDとの連動を図りながら 3 内部質保証システム構築
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FDとの連動を図りながら，3.内部質保証システム構築
に寄与させていくのか，といった点について検討を行う
ことを目的とする。
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２．各種学生調査の構成と位置づけ２．各種学生調査の構成と位置づけ
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各種学生調査の構成と目的各種学生調査の構成と目的

≪2009年度～≫ 入学時から卒業時まで学生個々人の成
長過程（学びの履歴）を追いかける追跡調査。入学時にど
ういう状況で入ってきて（インプット），どのような経路
を経て（スループット），卒業していくのか（アウトプッ
ト）といった観点から個別的かつ包括的に捉え，本学学生
の「学習者としての育ちの基盤」を把握し，効果的な学修
支援や教育内容・方法の開発を行うことを目的

≪2010年度～≫ 入学時の学生実
態を横断的・継続的に調査・比較し

注）本パネル調査は2009
年度入学生を対象としたパ
イロットスタディ（文部科
学省事業 H.21-25）

2年次(2010年4月)

3年次(2011年4月)

4年次(2012年4月)

卒業時(2013年1～3月)

入学時調査
(診断的評価)

学生パネル調査注

(形成的評価)

卒業生調査

社会

支援や教育内容・方法の開発を行うことを目的態を横断的 継続的に調査 比較し
ていくことで「学生の多様化」の実
態を把握し，高大接続も含めた教
育・学修環境改善（FD）への方途
を開発・探求することを目的
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入学時(2009年4月)

卒業生調査
(総括的評価)

高校

FYE効果検証
(プログラム評価)

≪2006年度～≫ 卒後の進路選択状況の
把握（事実確認）と，教育・学習環境に関
する各種満足度（改善把握），および学生
時代のコミットメントと能力に関する自己
評価（アウトカム）の3者関係を中心に捉
え，本学の教育・学修環境改善（FD）への
方途を継続的に探求・検証することを目的

≪2009年度～≫ 2006年
度・2008年度と実施した全
学初年次生調査を下に全学展
開されたFYEプログラムの効
果検証（前・後期実施）
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各種学生調査の分析フレーム各種学生調査の分析フレーム

Environment（教授・学修環境）

〈マクロ・ミドル・ミクロFD〉…対教員
→教授・学修環境

〈SD〉…対職員

2年次

3年次

4年次

卒業時

社会

O t ／O t t

→学修・学生支援環境
〈機関全体〉

教育・学修環境
Input（入学時の学生の情報）

・高校までの学習態度・行動
・高校までのアウトカム
・入試形態
・進学動機，学習目的・意欲
・学習観，ニーズ
・APの検証 など

Copyright © 2008 Tsuyoshi Yamada, All rights reserved.

入学時

高校

Outcome／Output
（卒業時の学生の情報）

・成績
・進路（卒業率，マッチングなど）
・総体としてのLO
・満足度（大学，学生生活，カリ
キュラム，授業，学生支援など）
・DPの検証 など

Engagement（学修・学生生活への関与）

・正課への関与（学習時間，学習行動など）
・正課外への関与
・成績（留年・退学・引きこもりなど）
・各学年段階におけるLO
・Environmentに対する満足度
・意欲・関心・態度
・進路意識
・CPの検証 など
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各種学生調査の基本コンセプト各種学生調査の基本コンセプト

１．「何を聞くか」より「どう分析し」「フィードバックするか」を
重視（IRとFDの連動）

そ ためには調査設計スキルや分析スキル 教育開発 改善（FD）に係⇒そのためには調査設計スキルや分析スキル，教育開発・改善（FD）に係
る知識・技術および学内でのアクセスポイントの増強とネットワーキング
の形成が必須

⇒同じ調査でも「誰に向けるか（メッセージ先）」により見せ方を調整

２．「教育・学修環境に対する満足度」より「学生自身の学びと成
長」を捉えることを重視
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⇒学習成果（LO）を基調としつつ，正課内外の包括的な学生生活サイクル
に着目し，学部・学科（学問分野）・学年といった文脈を踏まえて設計・
分析

⇒その中で知識・技能・態度のバランスを考慮し，直接評価指標となる成績
等の教学データとのリンケージを含めて設計・分析
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３．学生調査を核とした教学３．学生調査を核とした教学IRIRととFDFDの連動の連動
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学生調査を踏まえたマルチレベルの学生調査を踏まえたマルチレベルのIRIRととFDFDの連動の連動

マクロFD
(単位：全学)

・教育改革・質保証特
別委員会
・島根大学憲章部会
・中期目標・計画策定

・質保証システムの構
築 (実質化)
・教育・学修環境改善
・機関Report

FDのレベル フィードバックする場所 フィードバックの目的

IR＞FD

学生調査
(⇔教学データ)

・中期目標・計画策定 ・機関Report

ミドルFD
(単位：学部・学科)

・教授会 (学部会議)
・運営委員会
・FD研修会(情報共有)
・コンサルテーション

・部局別Report，raw 
data FBで共有＋α
・学修支援方策

ミクロFD
(単位：授業)

・FD研修会 (狭義FD)
・コンサルテーション

・授業内容・方法の改
善
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IR＜FD 対職員(SD) ・WG (調整中)
・日常

・学修・学生支援方策
(管理→改善)

対学生 ・Web (公表：全体)
・郵送 (公表：個人)

・自己の成長を見る
・自己評価眼を養う
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◆レベル別のフィードバック例◆レベル別のフィードバック例

1.50 

2.00 

2.50 

3.00 

3.50 

4.00 

高校時に身についた学習成果と指導ニーズ（2008年度卒業生と2009年度1年生の比較；法文学部）

1.00 

卒業生調査2008

（N=126）
学生パネル調査

2009（学習成果）

学生パネル調査

2009（ニーズ）

全学FDシンポジウム「学生調査に見る島根大
学の教育の現状と課題」（2007年11月）
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学部教授会「学生パネル調査の結果
概要報告」（2009年6月）

初年次教育相互研修会2009「ワークショップ：初年次
教育ポストアンケート結果を読む」（2009年11月）

◆対象別のフィード◆対象別のフィード
バック例バック例

↑教員集団（学部）への
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←学生個人への結果の
フィードバック

↑教員集団（学部）への
フィードバック
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４．今後の課題（論点）４．今後の課題（論点）
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今後の課題（論点）今後の課題（論点）

• 効率的なDWHの構築（システム）
⇒学内に点在する様々なシステムは分断されており，必要に応じて誰
もがアクセス出来る効率的・効果的なDWHの構築が必要もがアクセス出来る効率的 効果的なDWHの構築が必要

• 学内での連携体制の強化（ネットワーク）
⇒各アクター間のつながりはまだ弱く，学部・執行部のみならず総合企画室
や評価室などの他センター・室との連携が必要

• 教職協働体制の強化⇔専門人材の育成（教職協働・SD）
⇒縦割りで業務や管理データが分断されていること，教員と職員の間の壁が
厚いことから 効率的 効果的な業務ラインの構築と各種デ タ分析に係る
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厚いことから，効率的・効果的な業務ラインの構築と各種データ分析に係る
スキルや学修支援に関する知識の獲得が必要

• 内部質保証システムにおけるIRの認知度の強化（戦略）
⇒執行部等管理職にある教職員が「内部質保証システム構築におけるIRとFD
の連動」の重要性について理解し，必要な措置を講じることが必要
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